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昭
和
二
十
四
年
七
月 

 

舞
鶴
港
上
陸 

復
員 

復
員
後
の
略
歴 

昭
和
二
十
五
年
四
月 

 

島
根
県
職
員
に
採
用 

昭
和
五
十
八
年
三
月 

 

県
職
員
定
年
退
職 

平
成
四
年
七
月 

 
 

 

シ
ベ
リ
ア
慰
霊
訪
問 

現
在
は
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
か
ら
全
抑
協
大
田

市
支
部
長
と
県
連
合
会
副
会
長
と
し
て
会
員
の
指
導
と
会

の
運
営
に
尽
力
し
て
い
る
。 （

島
根
県 

 

本
田 

吉
則
）  

思
い
出
の
記 

 

入
隊
か
ら
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
ト
ピ
ッ
ク
ス 

大
阪
府 

 

前 

田 
 

 

康 
 

 

 

私
は
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
一
月
か
ら
入
隊
す
る

昭
和
二
十
年
三
月
ま
で
西
の
パ
リ
と
言
わ
れ
た
満
州
国
ハ

ル
ピ
ン
市
に
本
店
を
置
き
、
日
、
満
、
支
間
の
貿
易
及
び

販
売
（
食
品
、
酒
、
ビ
ー
ル
、
建
材
雑
貨
）
を
手
広
く
行

っ
て
い
た
光
武
商
店
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。 

昭
和
十
九
年
戦
局
の
悪
化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
徴
兵
検

査
は
二
十
歳
で
甲
種
合
格
者
だ
け
が
現
役
入
隊
し
て
い
た

の
が
、
こ
の
年
か
ら
十
九
歳
で
検
査
を
受
け
第
三
乙
種
ま

で
現
役
入
隊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

昭
和
二
十
年
三
月
十
五
日
に
ハ
ル
ピ
ン
の
郊
外
の
香
坊

（
ハ
ル
ピ
ン
麦
酒
の
大
き
な
工
場
が
あ
っ
た
）
の
外
れ
に

所
在
し
て
い
た
関
東
軍
第
四
三
七
〇
部
隊
（
第
一
装
甲
列

車
部
隊
）
に
現
役
歩
兵
新
兵
と
し
て
入
隊
し
ま
し
た
。
昭

和
二
十
年
八
月
に
終
戦
に
な
り
、
関
東
軍
将
兵
は
牡
丹
江
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市
郊
外
の
海
林
の
陸
軍
弾
薬
庫
の
跡
地
に
集
結
さ
せ
ら
れ
、

私
達
は
二
十
年
十
月
中
旬
に
、
牡
丹
江
駅
か
ら
シ
ベ
リ
ア

に
捕
虜
と
し
て
送
ら
れ
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
に
送
還
さ

れ
て
舞
鶴
に
上
陸
し
た
。
帰
国
輸
送
船
は
病
院
船
の
高
砂

丸
で
し
た
。
帰
国
抑
留
者
の
宿
舎
で
身
体
検
査
を
受
け
ま

し
た
が
、
身
長
が
一
七
五
セ
ン
チ
、
体
重
は
三
七
キ
ロ
で

し
た
。 

舞
鶴
に
造
ら
れ
た
シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
念
館
や
多
く
の
シ

ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記
、
最
近
で
は
日
経
新
聞
の
「
私
の
履

歴
書
」
に
載
っ
た
小
堀
遠
州
流
の
小
堀
宗
家
の
手
記
等
を

見
た
り
、
読
ん
だ
り
し
て
き
ま
し
た
が
、
記
念
館
で
は
抑

留
生
活
の
悲
惨
な
場
面
が
う
ま
く
造
ら
れ
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
手
記
は
そ
の
作
者
が
体
験
し
た
抑
留
生
活
の

悲
惨
で
、
残
酷
で
、
ひ
も
じ
い
思
い
が
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
見
、
読
ん
で
、
そ
の
度
に
痛
切
に
思
う
事
は
、

造
ら
れ
、
書
か
れ
た
事
は
本
当
に
そ
の
通
り
だ
が
、「
何
か

が
違
う
」、
私
達
が
体
験
し
た
シ
ベ
リ
ア
の
抑
留
生
活
と
は

「
何
か
が
違
う
」
と
い
う
思
い
が
し
て
な
ら
な
い
。 

こ
の
私
の
手
記
が
二
年
間
の
抑
留
生
活
を
克
明
に
書
い

た
ら
同
じ
抑
留
体
験
者
が
読
ま
れ
た
ら
、
お
そ
ら
く
私
同

様
書
か
れ
た
通
り
だ
が
、「
何
か
が
違
う
」
あ
の
シ
ベ
リ
ア

抑
留
生
活
の
本
当
の
状
況
は
文
章
で
表
現
さ
れ
る
様
な
綺

麗
事
で
は
絶
対
に
な
か
っ
た
。
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
想

像
し
ま
す
。 

何
が
違
う
の
だ
ろ
う
か
？ 

正
確
に
こ
こ
が
違
う
と
い

う
事
は
文
章
に
出
来
な
い
様
な
気
が
し
ま
す
。
た
だ
僅
か

に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ハ
ル
ピ
ン
の
生
活
で
も
零
下
四
〇

度
は
何
べ
ん
も
体
験
を
し
た
。
軍
隊
で
も
一
期
の
検
閲
ま

で
の
非
常
に
肉
体
的
に
厳
し
い
訓
練
、
内
務
班
に
お
け
る

古
年
兵
の
理
由
の
な
い
私
的
制
裁
で
つ
ら
か
っ
た
事
が
何

遍
も
あ
っ
た
。
し
か
し
満
州
国
へ
は
私
の
意
志
で
行
っ
た

事
。
厳
し
い
軍
隊
生
活
も
戦
時
下
の
軍
国
青
年
と
し
て
の

自
覚
、
誇
り
が
あ
っ
た
。 

そ
れ
に
対
し
て
シ
ベ
リ
ア
の
抑
留
生
活
に
は
自
覚
も
誇

り
も
何
も
な
か
っ
た
。
在
る
の
は
た
だ
一
つ
、
何
が
な
ん

で
も
か
ん
で
も
隣
の
者
が
亡
く
な
っ
て
も
、
自
分
だ
け
は

一
日
で
も
早
く
内
地
（
日
本
）
に
帰
り
た
い
。
現
在
の
生

活
で
は
到
底
考
え
る
事
も
望
む
事
も
実
感
す
る
こ
と
も
出
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来
な
い
ほ
ど
の
望
郷
の
念
の
毎
日
の
生
活
は
、
画
い
た
り
、

造
っ
た
り
、
作
文
す
る
こ
と
は
一
応
は
出
来
て
も
身
体
の

奥
底
か
ら
、
頭
か
ら
足
の
先
ま
で
に
充
満
し
た
望
郷
の
念

の
中
で
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
と
い
う
も
の
は
、
実
際
に

こ
の
様
な
環
境
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
し
か
分
明
し
な

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
丁
度
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の
ユ
ダ

ヤ
人
収
容
所
の
出
来
事
の
実
態
は
そ
こ
に
身
を
置
い
た
時

始
め
て
本
当
の
感
覚
が
分
る
と
同
じ
様
に
。 

そ
の
事
が
「
何
か
が
違
う
」
と
感
じ
る
も
の
の
様
に
思

い
ま
す
。 

こ
う
い
う
感
覚
を
前
提
に
置
か
し
て
い
た
だ
い
て
、
入

隊
し
た
部
隊
、
海
林
の
収
容
所
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
を

ト
ピ
ッ
ク
的
に
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

入
隊
し
た
部
隊 

昭
和
二
十
年
三
月
に
関
東
軍
第
四
三
七
〇
部
隊
（
第
一

装
甲
列
車
部
隊
）
に
歩
兵
初
年
兵
十
六
人
の
一
人
と
し
て

入
隊
し
ま
し
た
。
直
ぐ
隣
接
し
て
第
四
三
七
一
部
隊
（
第

二
装
甲
列
車
隊
）
が
あ
り
、
緩
や
か
な
丘
を
は
さ
ん
で
戦

後
生
体
実
験
で
有
名
に
な
っ
た
。
防
疫
給
水
部
隊
の
石
井

部
隊
が
高
い
塀
に
囲
ま
れ
て
在
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
部

隊
の
建
物
は
敗
戦
の
日
（
八
月
十
五
日
）
に
非
常
に
高
い

煙
突
と
諸
共
に
爆
破
さ
れ
ま
し
た
。
装
甲
列
車
部
隊
と
言

っ
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
に
は
見
た
事
も
知
識
も
な
い
と
思

い
ま
す
。 

簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
大
砲
、
高
射
砲
、
重
機
関
銃
で

武
装
し
た
蒸
気
機
関
車
で
す
。 

四
三
七
〇
の
装
甲
列
車
の
編
制
は
、
先
頭
又
は
後
方
に

機
関
車
、
炭
水
車
、
そ
れ
に
牽
引
さ
れ
て
電
源
車
、
指
揮

車
、
一
〇
セ
ン
チ
加
農
砲
車
、
一
五
セ
ン
チ
榴
弾
砲
車
、

高
射
砲
車
二
台
、
重
機
関
銃
車
で
別
に
弾
薬
、
食
料
車
（
生

き
た
豚
ま
で
）
を
積
載
す
る
有
蓋
貨
車
多
数
で
編
制
さ
れ

て
広
大
な
機
関
区
が
あ
り
ま
し
た
。
部
隊
の
人
員
配
置
は

部
隊
本
部
、
歩
兵
、
砲
兵
、
工
兵
で
部
隊
長
片
桐
少
佐
以

下
二
百
三
十
人
程
度
で
、
関
東
軍
百
万
の
精
鋭
と
言
わ
れ

た
多
く
の
部
隊
の
中
で
尻
か
ら
二
番
目
の
小
さ
な
部
隊
で
、

隣
の
四
三
七
一
部
隊
が
一
番
小
さ
な
部
隊
で
し
た
。 

私
達
歩
兵
は
各
人
に
三
八
式
歩
兵
銃
と
更
に
重
機
関
銃

が
四
十
二
銃
が
あ
り
、
他
に
擲
弾
筒
分
隊
が
あ
り
ま
し
た
。
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こ
の
部
隊
の
作
戦
指
令
は
機
動
力
を
生
か
し
て
満
州
里
か

ら
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
入
り
こ
れ
を
制
圧
す
る
こ
と
で
し
た
。

日
ソ
友
好
条
約
が
ソ
連
に
よ
り
一
方
的
に
破
棄
さ
れ
た
時
、

部
隊
長
が
部
隊
全
員
を
前
に
「
日
ソ
友
好
条
約
の
破
棄
に

よ
り
、
い
よ
い
よ
最
後
の
時
が
来
た
、
こ
れ
か
ら
は
毎
日

を
有
意
義
に
楽
し
く
過
ご
そ
う
」
と
訓
令
さ
れ
た
事
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

海
林
収
容
所 

牡
丹
江
の
郊
外
に
在
っ
た
広
大
な
敷
地
を
持
っ
た
弾
薬

庫
跡
の
土
塁
に
隔
て
ら
れ
た
弾
薬
庫
特
有
の
バ
ラ
ッ
ク
が
、

主
に
北
満
州
の
関
東
軍
将
兵
の
収
容
所
と
な
り
、
間
も
な

く
内
地
へ
帰
る
列
車
に
乗
る
日
を
待
っ
て
い
た
。
数
日
ご

と
に
千
人
単
位
で
牡
丹
江
駅
か
ら
列
車
に
乗
る
為
に
収
容

所
を
出
て
行
っ
た
。
残
っ
た
者
も
皆
順
番
が
来
れ
ば
帰
国

列
車
に
乗
り
、
内
地
へ
帰
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
誰
言
う
と
な
く
、
内
地
へ
帰
る
の
で
な
く
捕
虜

と
し
て
シ
ベ
リ
ア
に
送
ら
れ
る
ら
し
い
と
の
噂
が
広
ま
り
、

一
抹
の
不
安
を
抱
く
様
に
な
っ
た
。 

こ
ん
な
雰
囲
気
の
中
で
あ
る
日
、
肩
か
ら
参
謀
肩
章
を

吊
る
し
た
参
謀
が
来
て
、
周
囲
の
兵
隊
を
集
め
「
自
分
は

帰
国
列
車
に
同
乗
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
ま
で
行
き
、
帰

国
船
に
兵
員
が
乗
込
ん
で
出
港
す
る
の
を
確
認
し
て
来
た
。

皆
は
間
違
い
な
く
順
番
に
帰
国
出
来
る
の
で
安
心
し
て
待

つ
様
に
」
と
説
明
さ
れ
た
。 

こ
の
参
謀
が
ど
ん
な
意
図
で
こ
の
様
な
説
明
を
し
た
か

は
分
明
で
は
な
い
が
、
軍
隊
の
中
で
の
参
謀
の
言
葉
は
絶

対
で
、
噂
は
消
え
た
が
結
果
的
に
は
参
謀
に
だ
ま
さ
れ
、

噂
が
正
し
か
っ
た
訳
で
あ
る
。 

 

牡
丹
江
か
ら
シ
ベ
リ
ア
へ 

牡
丹
江
は
山
下
奉
文
大
将
が
軍
司
令
官
だ
っ
た
軍
都
で
、

海
林
か
ら
徒
歩
で
牡
丹
江
へ
向
う
途
中
、
周
囲
の
山
々
の

横
腹
に
こ
と
ご
と
く
地
下
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
て
軍
の
施

設
が
造
ら
れ
て
い
た
。
二
十
年
十
月
二
十
日
ご
ろ
に
牡
丹

江
駅
か
ら
有
蓋
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
た
。
そ
の
時
シ
ャ
ベ
ル

や
十
字
鍬
が
沢
山
積
み
込
ま
れ
る
の
を
見
て
帰
国
船
に
乗

る
の
に
な
ぜ
こ
ん
な
物
を
積
み
込
む
の
か
疑
問
に
思
っ
た

が
、
ウ
ラ
ジ
オ
近
く
で
ソ
連
の
戦
勝
記
念
塔
を
建
設
し
て

お
り
、
日
本
兵
に
帰
国
に
際
し
て
そ
の
建
設
工
事
を
手
伝
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来
な
い
ほ
ど
の
望
郷
の
念
の
毎
日
の
生
活
は
、
画
い
た
り
、

造
っ
た
り
、
作
文
す
る
こ
と
は
一
応
は
出
来
て
も
身
体
の

奥
底
か
ら
、
頭
か
ら
足
の
先
ま
で
に
充
満
し
た
望
郷
の
念

の
中
で
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
と
い
う
も
の
は
、
実
際
に

こ
の
様
な
環
境
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
し
か
分
明
し
な

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
丁
度
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の
ユ
ダ

ヤ
人
収
容
所
の
出
来
事
の
実
態
は
そ
こ
に
身
を
置
い
た
時

始
め
て
本
当
の
感
覚
が
分
る
と
同
じ
様
に
。 

そ
の
事
が
「
何
か
が
違
う
」
と
感
じ
る
も
の
の
様
に
思

い
ま
す
。 

こ
う
い
う
感
覚
を
前
提
に
置
か
し
て
い
た
だ
い
て
、
入

隊
し
た
部
隊
、
海
林
の
収
容
所
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
を

ト
ピ
ッ
ク
的
に
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

入
隊
し
た
部
隊 

昭
和
二
十
年
三
月
に
関
東
軍
第
四
三
七
〇
部
隊
（
第
一

装
甲
列
車
部
隊
）
に
歩
兵
初
年
兵
十
六
人
の
一
人
と
し
て

入
隊
し
ま
し
た
。
直
ぐ
隣
接
し
て
第
四
三
七
一
部
隊
（
第

二
装
甲
列
車
隊
）
が
あ
り
、
緩
や
か
な
丘
を
は
さ
ん
で
戦

後
生
体
実
験
で
有
名
に
な
っ
た
。
防
疫
給
水
部
隊
の
石
井

部
隊
が
高
い
塀
に
囲
ま
れ
て
在
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
部

隊
の
建
物
は
敗
戦
の
日
（
八
月
十
五
日
）
に
非
常
に
高
い

煙
突
と
諸
共
に
爆
破
さ
れ
ま
し
た
。
装
甲
列
車
部
隊
と
言

っ
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
に
は
見
た
事
も
知
識
も
な
い
と
思

い
ま
す
。 

簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
大
砲
、
高
射
砲
、
重
機
関
銃
で

武
装
し
た
蒸
気
機
関
車
で
す
。 

四
三
七
〇
の
装
甲
列
車
の
編
制
は
、
先
頭
又
は
後
方
に

機
関
車
、
炭
水
車
、
そ
れ
に
牽
引
さ
れ
て
電
源
車
、
指
揮

車
、
一
〇
セ
ン
チ
加
農
砲
車
、
一
五
セ
ン
チ
榴
弾
砲
車
、

高
射
砲
車
二
台
、
重
機
関
銃
車
で
別
に
弾
薬
、
食
料
車
（
生

き
た
豚
ま
で
）
を
積
載
す
る
有
蓋
貨
車
多
数
で
編
制
さ
れ

て
広
大
な
機
関
区
が
あ
り
ま
し
た
。
部
隊
の
人
員
配
置
は

部
隊
本
部
、
歩
兵
、
砲
兵
、
工
兵
で
部
隊
長
片
桐
少
佐
以

下
二
百
三
十
人
程
度
で
、
関
東
軍
百
万
の
精
鋭
と
言
わ
れ

た
多
く
の
部
隊
の
中
で
尻
か
ら
二
番
目
の
小
さ
な
部
隊
で
、

隣
の
四
三
七
一
部
隊
が
一
番
小
さ
な
部
隊
で
し
た
。 

私
達
歩
兵
は
各
人
に
三
八
式
歩
兵
銃
と
更
に
重
機
関
銃

が
四
十
二
銃
が
あ
り
、
他
に
擲
弾
筒
分
隊
が
あ
り
ま
し
た
。
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こ
の
部
隊
の
作
戦
指
令
は
機
動
力
を
生
か
し
て
満
州
里
か

ら
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
入
り
こ
れ
を
制
圧
す
る
こ
と
で
し
た
。

日
ソ
友
好
条
約
が
ソ
連
に
よ
り
一
方
的
に
破
棄
さ
れ
た
時
、

部
隊
長
が
部
隊
全
員
を
前
に
「
日
ソ
友
好
条
約
の
破
棄
に

よ
り
、
い
よ
い
よ
最
後
の
時
が
来
た
、
こ
れ
か
ら
は
毎
日

を
有
意
義
に
楽
し
く
過
ご
そ
う
」
と
訓
令
さ
れ
た
事
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

海
林
収
容
所 

牡
丹
江
の
郊
外
に
在
っ
た
広
大
な
敷
地
を
持
っ
た
弾
薬

庫
跡
の
土
塁
に
隔
て
ら
れ
た
弾
薬
庫
特
有
の
バ
ラ
ッ
ク
が
、

主
に
北
満
州
の
関
東
軍
将
兵
の
収
容
所
と
な
り
、
間
も
な

く
内
地
へ
帰
る
列
車
に
乗
る
日
を
待
っ
て
い
た
。
数
日
ご

と
に
千
人
単
位
で
牡
丹
江
駅
か
ら
列
車
に
乗
る
為
に
収
容

所
を
出
て
行
っ
た
。
残
っ
た
者
も
皆
順
番
が
来
れ
ば
帰
国

列
車
に
乗
り
、
内
地
へ
帰
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
誰
言
う
と
な
く
、
内
地
へ
帰
る
の
で
な
く
捕
虜

と
し
て
シ
ベ
リ
ア
に
送
ら
れ
る
ら
し
い
と
の
噂
が
広
ま
り
、

一
抹
の
不
安
を
抱
く
様
に
な
っ
た
。 

こ
ん
な
雰
囲
気
の
中
で
あ
る
日
、
肩
か
ら
参
謀
肩
章
を

吊
る
し
た
参
謀
が
来
て
、
周
囲
の
兵
隊
を
集
め
「
自
分
は

帰
国
列
車
に
同
乗
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
ま
で
行
き
、
帰

国
船
に
兵
員
が
乗
込
ん
で
出
港
す
る
の
を
確
認
し
て
来
た
。

皆
は
間
違
い
な
く
順
番
に
帰
国
出
来
る
の
で
安
心
し
て
待

つ
様
に
」
と
説
明
さ
れ
た
。 

こ
の
参
謀
が
ど
ん
な
意
図
で
こ
の
様
な
説
明
を
し
た
か

は
分
明
で
は
な
い
が
、
軍
隊
の
中
で
の
参
謀
の
言
葉
は
絶

対
で
、
噂
は
消
え
た
が
結
果
的
に
は
参
謀
に
だ
ま
さ
れ
、

噂
が
正
し
か
っ
た
訳
で
あ
る
。 

 

牡
丹
江
か
ら
シ
ベ
リ
ア
へ 

牡
丹
江
は
山
下
奉
文
大
将
が
軍
司
令
官
だ
っ
た
軍
都
で
、

海
林
か
ら
徒
歩
で
牡
丹
江
へ
向
う
途
中
、
周
囲
の
山
々
の

横
腹
に
こ
と
ご
と
く
地
下
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
て
軍
の
施

設
が
造
ら
れ
て
い
た
。
二
十
年
十
月
二
十
日
ご
ろ
に
牡
丹

江
駅
か
ら
有
蓋
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
た
。
そ
の
時
シ
ャ
ベ
ル

や
十
字
鍬
が
沢
山
積
み
込
ま
れ
る
の
を
見
て
帰
国
船
に
乗

る
の
に
な
ぜ
こ
ん
な
物
を
積
み
込
む
の
か
疑
問
に
思
っ
た

が
、
ウ
ラ
ジ
オ
近
く
で
ソ
連
の
戦
勝
記
念
塔
を
建
設
し
て

お
り
、
日
本
兵
に
帰
国
に
際
し
て
そ
の
建
設
工
事
を
手
伝
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っ
て
も
ら
っ
て
か
ら
帰
国
船
に
乗
っ
て
も
ら
う
、
と
の
通

訳
の
話
で
納
得
し
た
。 

夜
遅
く
出
発
し
た
が
貨
車
の
僅
か
な
隙
間
か
ら
見
る
と

列
車
は
確
か
に
南
方
向
に
走
っ
て
い
る
の
で
安
心
し
て
寝

た
が
、
明
る
く
な
っ
て
外
を
見
る
と
今
度
は
反
対
に
北
へ

北
へ
と
走
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
皆
が
「
列
車
は
北

へ
走
っ
て
い
る
ぞ
、
騙
さ
れ
た
シ
ベ
リ
ア
へ
送
ら
れ
る
の

だ
」
と
完
全
に
騙
さ
れ
た
事
を
悟
り
ま
し
た
。 

 

イ
ズ
ベ
ス
ト
コ
ー
ワ
ヤ
か
ら
モ
シ
カ
へ 

抑
留
生
活
か
ら
六
十
年
余
、
年
月
の
経
過
と
私
自
身
の

加
齢
と
共
に
、
地
名
や
年
月
日
の
記
憶
が
お
ぼ
ろ
げ
に
な

っ
て
い
る
が
、
確
か
イ
ズ
ベ
ス
ト
コ
ー
ワ
ヤ
ま
で
列
車
で
、

そ
こ
か
ら
は
ス
チ
ュ
ー
ド
・
ベ
ー
カ
ー
の
大
き
な
ト
ラ
ッ

ク
と
徒
歩
で
途
中
二
カ
所
の
収
容
所
に
宿
泊
し
、
最
後
に

モ
シ
カ
地
区
（
日
本
の
ブ
ヨ
に
似
た
吸
血
虫
モ
シ
カ
が
猛

烈
に
多
く
群
生
し
て
い
る
の
で
こ
の
地
名
に
な
っ
た
よ
う

だ
）
の
収
容
所
に
入
っ
た
。
モ
シ
カ
地
区
に
は
相
当
離
れ

て
三
カ
所
ほ
ど
収
容
所
が
あ
っ
た
。
モ
シ
カ
ま
で
の
途
中

十
一
月
三
日
に
徒
歩
で
行
進
し
て
い
た
が
、
既
に
寒
さ
が

厳
し
く
、
そ
の
上
吹
雪
に
な
り
非
常
に
難
渋
し
た
が
、
十

一
月
三
日
は
明
治
節
で
こ
の
日
は
晴
天
の
特
異
日
と
言
わ

れ
て
い
た
の
で
、
日
本
が
負
け
た
ら
天
に
神
も
仏
も
な
く

な
っ
た
の
か
！ 

と
嘆
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。 

私
達
の
四
三
七
〇
部
隊
は
二
百
人
足
ら
ず
の
少
人
数
で

移
動
単
位
に
達
し
な
い
の
で
他
の
部
隊
に
分
配
さ
れ
、
モ

シ
カ
の
収
容
所
に
入
っ
た
時
に
は
原
隊
に
居
た
戦
友
は
古

年
兵
の
上
等
兵
た
だ
一
人
、
他
は
全
く
知
ら
な
い
人
達
ば

か
り
で
、
そ
の
点
で
も
随
分
心
細
く
作
業
の
割
り
振
り
に

も
割
を
食
う
事
が
多
か
っ
た
。 

 

風
呂
と
虱 

香
坊
の
部
隊
を
出
て
モ
シ
カ
の
収
容
所
に
入
っ
た
時
は

既
に
シ
ベ
リ
ア
は
厳
寒
の
冬
、
よ
う
や
く
寒
さ
が
ゆ
る
む

兆
し
が
感
ぜ
ら
れ
る
ま
で
、
約
七
カ
月
間
、
施
設
、
環
境
、

厳
寒
の
条
件
下
で
は
一
度
も
風
呂
に
入
る
事
が
出
来
な
か

っ
た
。
モ
シ
カ
か
ら
更
に
沿
海
州
寄
り
に
ウ
ル
ガ
ァ
ー
ル

炭
鉱
が
あ
り
、
鉄
道
が
通
っ
て
い
た
が
、
独
ソ
戦
の
た
め

レ
ー
ル
が
全
部
撤
去
さ
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
送
ら
れ
た
と

の
事
で
、
我
々
抑
留
者
が
こ
の
鉄
道
復
活
の
た
め
の
枕
木
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を
製
作
す
る
木
材
の
伐
採
作
業
に
従
事
し
た
が
、
シ
ベ
リ

ア
松
の
松
ヤ
ニ
が
手
や
顔
に
付
き
、
そ
れ
に
焚
き
火
の
煙

が
、
ま
た
ス
ト
ー
ブ
の
ス
ス
が
付
い
て
垢
と
一
緒
に
な
っ

て
炊
事
場
勤
務
以
外
の
者
は
猿
顔
負
け
の
真
黒
の
顔
を
し

て
い
た
。
七
カ
月
間
ほ
ど
風
呂
に
入
ら
な
い
状
態
を
想
像

し
て
見
て
下
さ
い
。
こ
の
様
な
状
態
の
上
に
更
に
四
人
が

一
つ
の
二
段
ベ
ッ
ド
に
寝
る
時
も
下
着
も
含
め
全
然
着
替

え
る
事
な
く
過
ご
せ
ば
当
然
「
虱
」
が
猛
烈
に
発
生
し
た
。 

一
匹
一
匹
取
っ
て
い
て
は
切
り
が
な
い
の
で
闇
夜
の
中

で
ほ
の
か
に
赤
く
燃
え
て
い
る
四
角
の
ス
ト
ー
ブ
の
天
板

の
上
に
衣
服
を
か
ざ
し
て
い
る
と
熱
さ
に
耐
え
切
れ
ず
に

虱
が
下
に
落
ち
る
と
天
板
に
赤
い
点
が
ポ
、
ポ
と
光
る
。

文
章
に
す
る
と
或
い
は
幻
想
的
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い

が
現
実
に
は
悲
惨
な
情
況
で
あ
る
。
昨
晩
寝
る
時
ま
で
生

き
て
い
た
隣
の
兵
が
、
朝
何
の
前
触
れ
も
な
く
冷
た
く
な

っ
て
お
り
、
虱
が
一
匹
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
。
と
言
う

様
な
事
が
珍
し
く
な
い
状
況
で
し
た
。 

 

食
欲
と
性
欲 

人
間
の
二
大
本
能
、
食
欲
と
性
欲
、
正
常
な
状
態
で
あ

れ
ば
当
然
な
事
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
シ
ベ
リ

ア
抑
留
記
で
は
、
先
ず
食
欲
が
質
と
量
が
人
為
的
に
極
端

に
貧
し
く
、
極
端
に
少
量
と
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
作
業
の

休
憩
時
や
寝
る
ま
で
の
時
、
話
題
に
な
る
の
は
決
ま
っ
て

郷
里
の
名
物
料
理
。
食
べ
物
の
話
ば
か
り
で
「
女
」
の
話

は
全
然
出
た
事
が
な
い
。
人
間
食
べ
る
事
が
な
け
れ
ば
色

気
（
女
）
も
な
い
と
言
う
真
理
を
悟
り
ま
し
た
。 

二
年
後
高
砂
丸
の
タ
ラ
ッ
プ
を
昇
る
と
白
衣
の
看
護
婦

さ
ん
が
並
ん
で
出
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
、
そ
の
時
「
あ

あ
日
本
の
女
の
人
は
こ
ん
な
に
も
美
し
い
の
か
」
と
思
い

ま
し
た
。
こ
の
時
分
に
は
、
環
境
に
あ
る
程
度
適
応
し
、

食
事
も
改
善
さ
れ
て
い
た
様
に
思
い
ま
す
。 

 

民
主
主
義
運
動 

シ
ベ
リ
ア
生
活
に
な
っ
て
相
当
の
期
間
、
旧
軍
の
階
級

制
が
そ
の
ま
ま
保
持
さ
れ
、
兵
役
期
間
と
星
の
数
に
よ
る

圧
力
が
環
境
が
厳
し
い
中
で
な
お
一
層
強
く
発
揮
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
制
度
の
せ
い
で
亡
く
な
っ
た
例
も
多
く
あ
っ

た
様
に
思
い
ま
す
。
ど
こ
か
か
ら
派
遣
さ
れ
て
来
た
左
翼

系
？
の
オ
ル
グ
に
よ
る
民
主
主
義
運
動
が
始
ま
っ
た
の
は
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っ
て
も
ら
っ
て
か
ら
帰
国
船
に
乗
っ
て
も
ら
う
、
と
の
通

訳
の
話
で
納
得
し
た
。 
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っ
て
い
る
の
で
安
心
し
て
寝

た
が
、
明
る
く
な
っ
て
外
を
見
る
と
今
度
は
反
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っ
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イ
ズ
ベ
ス
ト
コ
ー
ワ
ヤ
か
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モ
シ
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収
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猛

烈
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収
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収
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節
で
こ
の
日
は
晴
天
の
特
異
日
と
言
わ

れ
て
い
た
の
で
、
日
本
が
負
け
た
ら
天
に
神
も
仏
も
な
く

な
っ
た
の
か
！ 
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憶
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シ
カ
の
収
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友
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。 

 

風
呂
と
虱 

香
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隊
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収
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に
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入
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。
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ー
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撤
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の
事
で
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我
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こ
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鉄
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枕
木

 

211 

を
製
作
す
る
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伐
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作
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付
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付
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猿
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。
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猛
烈
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熱
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左
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？
の
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運
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が
始
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の
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い
つ
だ
っ
た
か
は
分
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
共
産
主
義

の
教
育
と
旧
軍
制
度
の
撤
廃
運
動
で
し
た
。
共
産
主
義
に

つ
い
て
は
、
こ
の
悲
惨
で
極
端
に
ひ
も
じ
い
食
事
で
何
が

共
産
主
義
だ
。
と
思
っ
た
者
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
旧
軍
制
度
（
階
級
制
度
）
の
撤
廃
に
は
ほ
と
ん

ど
の
者
は
大
い
に
賛
成
で
、
オ
ル
グ
の
後
ろ
に
は
ソ
連
の

力
が
あ
る
の
で
急
速
に
こ
の
制
度
は
崩
壊
し
て
い
っ
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
大
元
帥
に
お
礼
状
を
書
か
さ
れ
た
の
も
こ
の

時
で
し
た
。
私
自
身
こ
の
事
が
生
き
て
故
郷
の
土
を
踏
む

事
が
出
来
た
大
き
な
要
因
だ
と
今
で
も
感
謝
の
念
を
持
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

パ
ン
の
分
配 

極
め
て
貧
し
い
食
事
の
中
で
パ
ン
は
一
番
の
生
き
る
た

め
の
糧
で
し
た
が
、
一
日
朝
食
に
定
量
が
三
五
〇
グ
ラ
ム

(

ノ
ル
マ
達
成
度
で
減
量
。
後
半
で
は
ノ
ル
マ
制
は
緩
和
さ

れ
た
）
支
給
さ
れ
ま
し
た
が
、
高
粱
粉
の
水
分
の
大
き
な

黒
パ
ン
を
炊
事
班
が
一
室
人
数
各
に
目
分
量
で
切
り
分
け
、

実
に
簡
単
な
秤
に
か
け
て
小
さ
く
切
っ
た
パ
ン
を
一
つ
又

は
二
つ
と
木
串
で
乗
せ
て
い
る
。
水
分
の
多
い
黒
パ
ン
な

の
で
大
き
さ
に
微
妙
に
差
が
あ
る
。
毎
日
替
る
係
が
自
分

の
室
の
人
数
分
を
持
ち
帰
っ
て
か
ら
分
配
す
る
方
法
が
い

か
に
も
抑
留
生
活
の
貧
し
さ
を
、
公
平
と
あ
き
ら
め
を
維

持
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
先
ず
パ
ン
を
板
の

上
に
何
列
に
も
並
べ
ま
す
。
二
段
ベ
ッ
ド
の
上
か
ら
真
剣

な
目
で
ど
の
パ
ン
が
一
番
大
き
い
か
（
目
方
で
は
な
い
）

を
見
て
い
ま
す
。
次
に
係
が
今
日
は
こ
の
パ
ン
か
ら
と
指

定
し
ま
す
。
今
度
は
ベ
ッ
ド
の
人
の
中
の
人
を
指
名
し
ま

す
。
指
名
を
受
け
た
者
は
何
番
ベ
ッ
ド
の
右
上
と
指
名
し

ま
す
。
こ
れ
で
こ
の
指
名
を
受
け
た
者
が
係
が
指
定
し
た

パ
ン
を
取
り
ま
す
。
こ
の
後
は
ベ
ッ
ド
番
号
の
次
の
者
が

次
の
パ
ン
を
取
っ
て
行
き
ま
す
、
人
の
手
で
分
配
さ
れ
る

パ
ン
の
大
小
で
す
が
、
こ
の
分
配
方
法
で
は
、
ど
の
パ
ン

が
当
た
る
か
は
全
く
分
ら
ず
、
不
足
を
言
え
な
い
公
平
と

あ
き
ら
め
の
分
配
方
法
で
す
。
自
然
に
考
え
出
さ
れ
た
方

法
で
す
が
、
ベ
ッ
ド
の
上
か
ら
食
い
入
る
様
に
パ
ン
を
見

て
い
る
姿
、
究
極
的
な
分
配
方
法
を
考
え
出
し
た
の
が
共

に
成
人
の
男
子
。
現
代
に
生
き
て
い
る
人
々
に
考
え
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
の
悲
惨
さ
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と
残
酷
で
無
情
さ
を
如
実
に
表
し
て
い
る
事
実
だ
と
思
い

ま
す
。 

荒
れ
た
日
本
海
を
渡
り
甲
板
か
ら
「
日
本
だ
」
と
の
呼
び

に
甲
板
に
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。
波
静
か
な
舞
鶴
港
と
そ

れ
を
取
り
囲
ん
だ
緑
の
山
々
。
「
日
本
だ
。
帰
っ
て
こ
れ
た
。

嬉
し
い
」
正
に
感
無
量
、
ほ
ほ
を
流
れ
る
涙
と
共
に
シ
ベ

リ
ア
抑
留
生
活
が
海
の
向
へ
消
え
て
行
き
ま
し
た
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

生
年
月
日 

 

大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
二
月
一
日 

 

 
 
 
 

 
 

神
戸
市
に
父 

文
男
、
母 

比
枝 

 
 
 
 

 
 

兄
、
姉
と
の
三
人
兄
弟
の
次
男
と
し
て 

 
 
 
 

 
 

出
生 

経 

歴 

昭
和
十
二
年 

 
 

 

神
戸
市
立
第
一
神
港
商
業
学
校 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

入
学 

昭
和
十
六
年
十
二
月 

同
校
卒
業 

 

〃
十
七
年
一
月 

 

満
州
県
哈
爾
浜
市 

光
武
商
店 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

入
社 

 

〃
二
十
年
三
月 

 

関
東
軍
第
四
三
七
〇
部
隊
歩
兵 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

現
役
入
隊 

 

〃 
 

 
 
 

 
 

幹
部
候
補
生 

第
一
次
合
格 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

上
等
兵 

 

〃
二
十
年
十
月 

 

シ
ベ
リ
ア
へ 

 

〃
二
十
二
年
十
月 

舞
鶴
へ
帰
国 

母
の
実
家 

岩 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

橋
家
へ 

 

〃
二
十
三
年
一
月 

大
阪
共
栄
倉
庫
株
式
会
社
入
社 

 

〃
三
十
四
年
八
月 

同
社 

取
締
役
就
任 

 

〃
五
十
一
年
三
月 

取
締
役
社
長
就
任 

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年 

退
任 

以
降
、
取
締
役
会 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

長
、
監
査
役
、
相
談
役 

 

〃
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日 

引
退 

復
員
後
努
力
さ
れ
、
社
会
の
た
め
、
関
西
経
済
界
の
た

め
に
功
労
さ
れ
、
故
郷
愛
媛
の
た
め
、
慰
霊
碑
建
立
の
際
、

高
額
の
寄
付
を
さ
れ
、
毎
年
、
帰
省
の
と
き
は
慰
霊
碑
に

参
拝
し
て
い
る
。 

（
愛
媛
県 

 

山
本 

繁
夫
） 
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実
に
簡
単
な
秤
に
か
け
て
小
さ
く
切
っ
た
パ
ン
を
一
つ
又

は
二
つ
と
木
串
で
乗
せ
て
い
る
。
水
分
の
多
い
黒
パ
ン
な

の
で
大
き
さ
に
微
妙
に
差
が
あ
る
。
毎
日
替
る
係
が
自
分

の
室
の
人
数
分
を
持
ち
帰
っ
て
か
ら
分
配
す
る
方
法
が
い

か
に
も
抑
留
生
活
の
貧
し
さ
を
、
公
平
と
あ
き
ら
め
を
維

持
す
る
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
先
ず
パ
ン
を
板
の

上
に
何
列
に
も
並
べ
ま
す
。
二
段
ベ
ッ
ド
の
上
か
ら
真
剣

な
目
で
ど
の
パ
ン
が
一
番
大
き
い
か
（
目
方
で
は
な
い
）

を
見
て
い
ま
す
。
次
に
係
が
今
日
は
こ
の
パ
ン
か
ら
と
指

定
し
ま
す
。
今
度
は
ベ
ッ
ド
の
人
の
中
の
人
を
指
名
し
ま

す
。
指
名
を
受
け
た
者
は
何
番
ベ
ッ
ド
の
右
上
と
指
名
し

ま
す
。
こ
れ
で
こ
の
指
名
を
受
け
た
者
が
係
が
指
定
し
た

パ
ン
を
取
り
ま
す
。
こ
の
後
は
ベ
ッ
ド
番
号
の
次
の
者
が

次
の
パ
ン
を
取
っ
て
行
き
ま
す
、
人
の
手
で
分
配
さ
れ
る

パ
ン
の
大
小
で
す
が
、
こ
の
分
配
方
法
で
は
、
ど
の
パ
ン

が
当
た
る
か
は
全
く
分
ら
ず
、
不
足
を
言
え
な
い
公
平
と

あ
き
ら
め
の
分
配
方
法
で
す
。
自
然
に
考
え
出
さ
れ
た
方

法
で
す
が
、
ベ
ッ
ド
の
上
か
ら
食
い
入
る
様
に
パ
ン
を
見

て
い
る
姿
、
究
極
的
な
分
配
方
法
を
考
え
出
し
た
の
が
共

に
成
人
の
男
子
。
現
代
に
生
き
て
い
る
人
々
に
考
え
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
の
悲
惨
さ
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と
残
酷
で
無
情
さ
を
如
実
に
表
し
て
い
る
事
実
だ
と
思
い

ま
す
。 

荒
れ
た
日
本
海
を
渡
り
甲
板
か
ら
「
日
本
だ
」
と
の
呼
び

に
甲
板
に
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。
波
静
か
な
舞
鶴
港
と
そ

れ
を
取
り
囲
ん
だ
緑
の
山
々
。
「
日
本
だ
。
帰
っ
て
こ
れ
た
。

嬉
し
い
」
正
に
感
無
量
、
ほ
ほ
を
流
れ
る
涙
と
共
に
シ
ベ

リ
ア
抑
留
生
活
が
海
の
向
へ
消
え
て
行
き
ま
し
た
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

生
年
月
日 

 

大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
二
月
一
日 

 

 
 
 
 

 
 

神
戸
市
に
父 

文
男
、
母 
比
枝 

 
 
 
 

 
 

兄
、
姉
と
の
三
人
兄
弟
の
次
男
と
し
て 

 
 
 
 

 
 

出
生 

経 

歴 

昭
和
十
二
年 

 
 

 

神
戸
市
立
第
一
神
港
商
業
学
校 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

入
学 

昭
和
十
六
年
十
二
月 

同
校
卒
業 

 

〃
十
七
年
一
月 

 

満
州
県
哈
爾
浜
市 

光
武
商
店 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

入
社 

 

〃
二
十
年
三
月 

 

関
東
軍
第
四
三
七
〇
部
隊
歩
兵 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

現
役
入
隊 

 

〃 
 

 
 
 

 
 

幹
部
候
補
生 

第
一
次
合
格 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

上
等
兵 

 

〃
二
十
年
十
月 

 

シ
ベ
リ
ア
へ 

 

〃
二
十
二
年
十
月 

舞
鶴
へ
帰
国 

母
の
実
家 

岩 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

橋
家
へ 

 

〃
二
十
三
年
一
月 

大
阪
共
栄
倉
庫
株
式
会
社
入
社 

 

〃
三
十
四
年
八
月 

同
社 

取
締
役
就
任 

 

〃
五
十
一
年
三
月 

取
締
役
社
長
就
任 

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年 

退
任 

以
降
、
取
締
役
会 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

長
、
監
査
役
、
相
談
役 

 

〃
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日 

引
退 

復
員
後
努
力
さ
れ
、
社
会
の
た
め
、
関
西
経
済
界
の
た

め
に
功
労
さ
れ
、
故
郷
愛
媛
の
た
め
、
慰
霊
碑
建
立
の
際
、

高
額
の
寄
付
を
さ
れ
、
毎
年
、
帰
省
の
と
き
は
慰
霊
碑
に

参
拝
し
て
い
る
。 

（
愛
媛
県 

 

山
本 

繁
夫
） 




